
広報しかべ　令和８年１月号 21

魚　種 数量（トン） 水揚金額（千円） 魚　種 数量（トン） 水揚金額（千円）

すけそ 46.3 （331.4） 9,040.6 （60,314.5）ひらめ 0.3 （0.4） 223.0 （428.2）

たこ 29.2 （14.0） 37,645.6 （18,270.4）うに 16.3 （18.9）32,047.3 （26,055.8）

さけ 1.3 （0.8） 171.6 （258.0）さば 657.4 （146.2）27,509.3 （9,332.9）

いか 27.0 （1.7） 21,660.1 （971.0）ふくらぎ 30.2 （95.6） 8,230.3 （14,679.0）

かれい 0.4 （0.7） 160.9 （250.0）まぐろ 1.1 （0.7） 2,683.7 （1,084.7）

なまこ 4.7 （7.1） 9,463.0 （20,351.8）たら 0.7 （2.8） 54.1 （163.7）

あぶらこ 0.8 （0.6） 645.5 （221.4）つぶ 2.7 （5.6） 926.7 （1,522.4）

くろそい 0.2 （0.5） 50.3 （105.1）いわし 0.4 （360.9） 58.5 （15,489.7）

ほっけ 2.7 （4.2） 1,316.1 （1,307.3）その他魚類 23.2 （44.9）27,098.6 （31,208.1）

がや 1.7 （0.5） 410.1 （76.4）合計 846.6（1,037.5）179,395.3（202,090.0）

かっこ内は令和６年11月の水揚げ

令和７年11月の水揚げ量・水揚金額

人身事故 死者数 傷者数 物損事故

町内 ３件 ０人 ４人 41件

交通事故発生状況（令和７年１月１日～令和７年11月30日）

１　雪による事故の防止
　～慣れた雪かき　危険がいっぱい～

○早めの氷雪下ろしを
　例年、屋根からの氷雪の落下により、下敷きに
なるなどの事故が発生しています。氷雪が屋根か
らせり出している軒下などは危険ですので、近づ
かないようにしましょう。また、氷雪は早めに下
ろして、落氷雪による事故を防止しましょう。
○雪下ろし作業は複数で行い安全確保
　例年、屋根の雪下ろし中に、ハシゴや屋根から
転落する事故が発生しています。作業するときは、
補助者を置くなど複数で行うとともに、転落防止
や万が一のときに備え、万全の措置を講じ、自身
の安全を確保しましょう。
○除雪機に注意
　例年、除雪機による除雪作業中に衣類を巻き込
まれたり、下敷きになるなどの事故が発生してい
ます。除雪作業時は、作業に適した服装を着用し、
エンジンを掛けたまま雪詰まりを取り除くなどの
作業は絶対にやめましょう。

２　バックカントリースキーによる遭難に注意
　～冬山には　常に危険が　潜んでいる～

○無理のない行動計画と登山計画書の提出
　自分の技量に応じた山を選び、不測の事態に備
えたゆとりのある日程の登山計画書を作成し、家
族や職場等の身近な人に渡しておくほか、最寄り
の警察署または交番・駐在所に提出しましょう。
○万全な冬山装備の準備
　冬山登山の装備不備は、最悪の事態を招くおそ
れがあります。天候の急変にも耐えられる十分な
装備と停滞時に備えた食料、燃料等を用意し、万
が一に備えた連絡手段として携帯電話を携行しま
しょう。
○気象情報等の事前確認
　入山前には最新の天気予報を確認するとともに、
雪崩の危険性についても確認し、慎重に行動しま
しょう。
○悪天候時は無理をしない
  暴風雪や大雪などの視界不良時は、登山の延期
または途中で引き返すなど、無理をしないように
しましょう。

全刑法犯
認知件数

窃盗犯認知件数 その他刑法
認知件数侵入盗 車上狙い その他窃盗

町内 ３件 ０件 １件 １件 １件

犯罪発生状況（令和７年1月1日～令和７年11月30日）


